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施設の整備
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河川区域か　  せん　  く　  いき

雨水貯留タンク
（雨水貯留浸透施設）
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氾濫域
はんらんいき

家の屋根からの雨水を留めることで川へ流れる量を抑えられるよ。

遊水地整備ゆう  すい　 ち　せい　 び

大雨が降った時に、一旦川の水を留
めて一度に流れる量を調節できる
よ。普段は公園として利用したり、畑
を作ったり活用することもあるよ。

河道掘削か　どう   くっ  さく

川の中を掘って水が流れる量を増やす作業をしているよ。

河道拡幅か　どう   かく   ふく

バックウォーター対策たい   さく

支流と本流が集まる場所で水
の大渋滞がおこり、水が逆流し
てあふれることを防ぐんだ。

発電やかんがい用など、水を利用
するためにつくられたダムを、洪
水を防ぐためにも活かそうという
取組みをしているんだよ。

公園やマンションなどの地下な
どに貯水場所を設置しているん
だよ。

大雨が降ったときなどもしも
の時は、高台にある地域への避
難も普段から考えておこう。

洪水を防止するために作られているよ。
大雨が降った時は川から水があふれないよ
うに水の量を調節して下流の地域に被害が
起こらないようにする役割があるよ。

雨水をたくわえてくれる自然のダム、森林。こ
の森林をきれいに整備しておくことで、山で
たくわえてもらう水の量を確保するんだ。
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留める水位計・監視カメラすい　 い　けい かん　 し

川の水位の上昇を確認する水位
計や、監視カメラがあるよ。わた
したちの周りの川にもついてい
るかな？探してみよう。
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堤防整備・強化てい   ぼう  せい　 び きょう  か

堤防を作って洪水を防いだり、堤防を守るため
に石をつんだりブロックを置いたりするよ。川
の周辺の木々を事前に整備し、倒木など川があ
ふれる原因をつくらないことにもつながるよ。
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学校の貯留対策がっ   こう ちょ りゅう たい   さく

学校の校庭などに貯水することもできるんだ。実際にどんな風に活用するのかな？動画をみてみよう。

留める

水が流れる量を増やすために川の幅を広げる作業をしているよ。
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ため池の活用いけ かつ  よう
（水田貯留）田んぼダムた すいでんちょりゅう

農業用水を確保するために水をたくわえている
池。このため池に雨水をためることもできるんだ。

留める 留める

すいでん のうぎょうようすい かく ほ水田がたくわえた水をゆっくり流すことで
川に流れる水の量を抑える働きがあるよ。
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私たちが暮らす川の周りには︑流

域治水に関する様々
な取組みがあ

るんだよ︒どのように地域の水害

対策に役立っているのか︑みんな

で調べてみよう！
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流すなが��流域治水 留める��流域治水 とど 備える��流域治水 そな

最近の気候変動によって、私たちは今までの想定を超える水害に
あう可能性が全国で高まっています。
これまでの水害対策は河川の管理者が中心となって行われてきま
したが、「流域治水」とは、行政だけでなく、川とともに暮らす地域
住民や企業、関係者とともに協力し、流域全体で「水害に強い地域
づくり」をしようという考え方です。長野県に住む人はみんな川の
流域に暮らしています。私たちの流域治水です。自然にはかなわな
い。だからこそ私たちの川を含む地域の環境を守りながら、「どう
すれば災害を減らせるのか、普段からやれることは何か ?」が大切
です。「流す」「留める」「備える」この � つの柱に沿って、
みんなで一緒に考えていきましょう !

川の流れをよくするために堤防や護岸を
整備し、しっかりと水が流れる仕組みを
作ることが大切だよ。
どんな取組みがあるか調べてみよう！
河川整備の取組み
○堤防･護岸整備堤防を作って川があふれるのを防いだり、堤防を  守るために、石をつんだりブロックを置いたりするよ。
○河道拡幅　川岸の土砂を取り除いて川の幅を広げるよ。
○河道掘削　川の中を掘って、川を深くすること。
どちらも流せる水の量を増やし洪水を防ぐんだ。

水を一時的に留めておくことで、川へ一度に
流れる量をおさえたり、ゆっくり流したりし
て川の水があふれるまでの時間をかせぐこ
とにもつながる。どんなところに留める取組
みがあるか知っておこう！

・お家への貯水タンクの設置
・学校の校庭やマンション、公共施設の地下などを利用した雨水貯留
　施設を設置

・田んぼやため池を活用した雨水をためる取組み
・森林の整備により水をたくわえる取組みなど

川があふれることを想定して、どのタイミン
グまでにどのような行動を取るべきかな？
信州防災アプリをダウンロードするなど、
避難計画・マイタイムラインに役立てよう！

・危機管理型水位計  簡易型河川監視カメラの設置
・浸水想定区域の地図の作成
・地域特性に配慮した防災マップの作成
・信州防災アプリの普及

QRコードから動画をみて、驚いたこと、気づいたことを発表しよう！
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まずはじめに！

「流域治水」って何だろう？
まずはここから
勉強してみよう！
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「流域治水とは？」
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★動画には洪水などの映像が含まれます。ご留意ください。★動画には洪水などの映像が含まれます。ご留意ください。

※QRコードの動画は全てYouTubeでの　再生となります。※QRコードの動画は全てYouTubeでの　再生となります。


